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１．はじめに 

 羽田空港は 24時間運用や国際化，また，段階的な

発着枠の増加などにより今後更に利用客数が増大し

ていくと想定されている．それに伴い，空港アクセ

ス交通機関は更なる利便性向上が求められている．

そうした中，空港アクセスバスの需要が高まってき

ており，羽田空港と首都圏各地を結ぶ新規路線が急

速に増加してきている．一方，ほぼ全ての路線で復

路（羽田発）に対して往路（羽田行）の利用率が低

い状態にある．これは，道路交通状況による所要時

間の変動が利用者へ不安を与えていることが大きな

要因と考えられる． 

そこで本研究は，空港アクセスバスの現状におけ

るサービス水準について，所要時間信頼性の観点か

ら評価することを目的とする． 

２．分析データ 

 本研究では，東京空港交通株式会社運行の空港ア

クセスバス（リムジンバス）を対象に，以下のデー

タを用いて分析を行う．  

(1) 運行 GPS データ 

東京空港交通株式会社では，全てのリムジンバス

に搭載されている GPS 端末により，リアルタイムで

走行状況を把握し，これと既存の道路交通情報を活

用して，定時性確保に向けた運行管理を行っている．

本研究では，この運行 GPS データを使用する． GPS

データの内容は，車両番号，3 分間隔の時系列位置座

標（緯度・経度），出発・到着時刻，走行速度等であ

る．なお，分析対象期間は平成 23 年 10 月 1 日～同

年 11月 30日の 2ケ月間とする． 

(2) 運行日誌データ 

リムジンバスの 1日の全便の運行状況を全て記録し

ている運行帳票で，データ内容は各運行便の車両番

号，ダイヤ名称，経路変更情報等である．なお， 
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運行日誌データは平成 23年 10月 1日の 1日のみ入

手し，データ分析上の参考情報として活用する． 

３．分析対象路線 

リムジンバスのホームページ等には，過去の経験

に基づく標準所要時間（標準最大所要時間－標準最

小所要時間）が幅を持って掲載されており，路線間

で大きな差がある．そこで本研究では，時刻表上の

所要時間差の大きい大宮線と，所要時間差の小さい

木更津線に着目し，所要時間信頼性が重要視される

往路（羽田行）を分析対象とする（表 1）． 

GPS 位置情報データを ArcGIS 用いて地図上に展

開した一例を図 1 に示す．これより，渋滞状況に応

じて経路変更が行われている様子がわかる．  

表 1 分析対象路線の運行経路比較 

図 1 GIS に展開した大宮線の GPS 情報の例 

※共同運行便含む 
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４．分析方法 

(1) GPS 位置情報による所要時間の算出 

 リムジンバスに搭載されている GPS端末により取

得される位置・時刻情報データから，各リムジンバ

スの時刻表上の始発バス停を出発した時刻と，羽田

空港到着バス停に最も近い地点（大宮線：第 2 旅客

ターミナル，木更津線：第 1 旅客ターミナル）での

時刻との差を求め，そのリムジンバスの所要時間と

して分析を行う． 

(2) 所要時間信頼性指標の算出 

本研究で対象とする 2ヶ月間（平日対象）につい

て，各出発時間帯別の所要時間を求め，所要時間の

発生頻度（日）分布から，所要時間信頼性指標を算

出する．所要時間信頼性の評価にはこれまで下記の

指標が用いられている 1)． 

・平均所要時間（Tave.)

・BTI（Buffer Time Index） = (T95% -Tave.) / Tave.

・PTI（Planning Time Index） = T95%/Tmin

・最小所要時間（Tmin）

・BT = T95% - Tave.

・PT = 95％タイル値（T95%）

 

５．分析結果 

朝ピーク時に着目した所要時間分布の一例を図 2

に示す．これは，大宮線(6:00 発)と木更津線(7:25発)

の 2 ヶ月間の所要時間発生状況を，最小所要時間に

対する比の累加構成率曲線として表現したものであ

る．これより，大宮線では毎日のように所要時間が

変動していることがわかる．一方，木更津線は比較

的安定している日が多い反面，大幅に遅れる日もあ

ることがわかる． 

次に，両路線の所要時間信頼性指標を比較して表 2

に示す．PTIは同程度であるが，BTIは大宮線が木更

津線より信頼性が高い結果となる．すなわち，既存

の信頼性指標は通常運行できる日が多くとも，時々

大幅に遅れることがあるような場合に悪くなり，逆

に毎日のように遅れが生じる場合には，相対的に良

くなるという特徴が表れている． 

よって，これらの指標のみによる比較では，どち

らの路線の信頼性が高いのかについて一概に比較は

できないことがわかる．利用者が許容できる BT値な

ど，更なる指標の検討が必要である． 
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図 2 所要時間の累加構成率比較 

表 2 所要時間信頼性指標の比較 

大宮線 木更津線

時刻表上の所要時間（分） 105 35
平均所要時間（分） 97 43
最小所要時間（分） 78 37

PI　95％タイル値（分） 123 58
中央値（分） 95 41
最頻値（分） 90,92,102 41

BT（分） 26 15
PTI 1.58 1.57
BTI 0.27 0.35  

６．まとめ 

 本研究では，リムジンバス搭載 GPS データを用い

て，現状の空港アクセスバスのサービス水準の一つ

である所要時間信頼性について，大宮線と木更津線

の比較を行った．対象 2 路線間では都心部を通過す

る大宮線が木更津線よりも信頼性が低くなると予想

していたが，BTI 値はむしろ大宮線の信頼性が高く

なり，PTI値は両路線間の差はないものの，所要時間

分布の概形は異なっており，これらの指標のみで所

要時間信頼性を評価するには限界があると考える． 

よって今後は，利用者評価と整合的な所要時間信

頼性指標を研究していくことが必要である．また，

全運行路線・時間帯で所要時間信頼性を横並びに評

価し，路線間の往復利用率格差等との関係性を分析

することで，より実態に即した評価指標を構築して

いくことが重要である． 
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